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日  時 テ ー マ・講 師 定 員 受付開始 

11月28日(土) 

～ 

12月27日(日) 

自然素材のクリスマス飾り  
ちっちゃな展示会 

※ミニリースキット（100円）おわけします。（先着100名） 

くずはの家 

廊下にて展示中 

1月9日(土) 

9:00～12:00 

水辺の野鳥観察 
～小田原城址公園から早川河口周辺～ 
小泉俊江氏（日本鳥類保護連盟神奈川県支部長） 

・くずはの広場指導員・えのきの会野鳥分科会 

小学生以上20

名（小学生は 

保護者同伴） 

保険代50円 

12月15日 

1月23日（土） 

9:30～11:30 

しぜんからのおくりもの 

草や木の実であそぼう 
えのきの会遊び分科会・くずはの広場指導員  

4歳以上 

15名 
12月23日 

くずはの広場の入り口に、大きな石が 1 対置いてあ

るのをご存じですか？駐車場から岩石台やでんじそう

池のあるところへの入り口です。高さこそ 1 メートル

もありませんが、どっしりとした立派な岩石で、角が

無いのは川で流されたようです。植え込みが今ほど育

っていなかった開館当時は訪れた人をお迎えするちょ

っとした門のような存在でした。 

岩石台側にある岩石は丹沢の火山砕屑岩で、海水の

成分と反応し全体に緑色を帯びているのが特徴です。

それに対し反対側の岩石は丹沢ではあまり見慣れない

色と模様です。全体が灰色っぽく丸い粒が集まってい

て、その中に黒い模様が散らばっています。黒い模様

は大きなものは角が取れ丸味を帯びていますが小さな

かけらは鋭い角をもっています。おまけに模様の入り

方が流されたような…拡大写真の通り、堆積岩のよう

ですが、へんてこな岩石です。この岩石がどこから運

ばれてきたのか故初代相原館長に伺ったことがあるの

ですが、残念ながらわかりませんでした。一体この石

はどんな生い立ちを持っているのでしょうか？ 

ルーペで拡大し、よ～く見ると…岩石の灰色の部分 
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               〒257-0031秦野市曽屋1137 
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２月号 

くくずずははのの家家  

文・写真：くずはの広場指導員 味埜真理 

 

 
 

☆11 月の活動 

定例会：11/1 は、住宅地に面した道路や広

場全体の落ち葉掃き、広場のレンガ路に溜

まった泥を掻きだしていただきました。

11/19 はクリスマスリースの素材として使

うヒムロスギの準備と広場の植物名札と

して使う竹の切り出しなどをしていただ

きました。 

花壇の会：11/6 は樹木の剪定や竹柵の撤

去、解説板の付け替えなどを行っていただ

きました。 

とんぼのせせらぎ：11/26 はシカ除けネッ

トの外側の水路の泥上げを行っていただ

きました。 

☆これからの活動 

定例：12/17(木)、1/21(木)、2/7(日) 

花壇の会：1/7(木)、 2/4(木) 

とんぼのせせらぎ：12 月はお休み。1/28(木) 

昼の行事：小学２年生以下は保護者同伴 

クズの花 

参加者の声 

・製作過程を一つ一つ丁寧に教えて頂き大変有意義

に楽しくリースを作ることができました。手作り感

にあふれた作品ができ、大変に満足しています。 

・念願の参加です。時間があっという間に感じられ

る程とても楽しい時間でした。ボランティアの方に

沢山協力していただいて素敵なリースが作れて感激

です。作っている間は久々に優しい気持ちになれま

した。（自然素材のクリスマスリース作り） 

・タマムシの幼虫を初めて見ることができ感動しま

した。昆虫の生態に直接触れることができ楽しかっ

たです。 

・はじめて木をほりました。とてもたのしかったで

す。むしがかわいかったです。（冬越しの虫を探そう） 

 

１１/２７ 自然素材のクリスマスリース作り（１５人） 

１１/２８ 冬越しの虫を探そう(２１人) 

行事へのお申し込み･お問い合わせは 

電話・FAX・メールで 
T E L & F A X  ０ ４ ６ ３ ( ８ ４ ) ７ ８ ７ ４ 

E-mail,kuzuhaie@city.hadano.kanagawa.jp 

 

年末年始と令和３年１月の休館日    

令和２年１２月２８日～令和３年１月４日 

１月１２日 １３日 １８日 ２５日 

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/  
秦野市のHPの公共施設案内にくずはの家ホームページが

あります！ 

表面拡大 
は結構荒い砂粒の集まりで、チャートの小さな石粒も

見えます。石になる前の砂粒が洪水で海に流されても

それほど遠くへは行かずに海の底に沈みそうです。 

次に黒い模様を見ると、炭のように真っ黒で硬くルー

ペでは粒子が全く見えません。丹沢よりずっと古い時

代の泥岩のようです。普通の礫は元の岩石が壊れて水

に運ばれるうちに角が削れて丸みを帯びるのですが、

この礫は固まり切っていないうちに壊され、伸ばされ

たりつぶされたりした様子が見えます。少なくとも黒

い破片を取り囲む粒子と同時に流され、堆積したよう

には見えません。違う条件でできた素材で一つの岩石

になっているのです。ではどのようにして一つになっ

たのでしょうか。 

風化した岩石は最後は海に運ばれますが、礫や砂は

比較的早く陸に近い浅い海底に沈みます。細かい泥の

粒子は陸から離れた海溝にまで運ばれ、時間をかけて

ゆっくりと沈み、さらに時間をかけて固まっていきま

す。砂は沈みやすいけれど流されやすく、地震などが

きっかけで土石流となり海溝へ流れ下り、たまってい

た泥の層の上に砂の層を作ります。そしてまたゆっく

りと泥がたまり…これを繰り返し泥と砂が交互に重な

ったタービダイトと呼ばれる地層ができます。 

ところが泥の層がまだ十分に固まっていないとき

に、特別大きな地震などの地殻変動が起きると、押し

寄せた砂に破壊され・巻き込まれ・砂の中に壊れたま

まの形で泥が取り込まれ混ざったまま海溝にたまりま

す。そしてほかの砂岩や泥岩と共に長い時間をかけ、

一つの岩石になります。この模様の正体は、まだ硬い

岩石になる前の泥岩が砂に取り込まれた偽礫（ぎれき）

と呼ばれる岩石でした。 

くずはの広場に来る機会がありましたら、皆様をひ

っそり迎えるこの岩石に足を止め、深～い海の底でど

のように堆積したのか観察してみてください。 

 

ゆっくりと沈み、さらに時間をかけて固まっていき

ます。砂は沈みやすいけれど流されやすく、地震な

どがきっかけで砂が崩れ深い海溝へ流れ下り、たま

っていた泥の層の上に砂の層を作ります。そしてま

たゆっくりと泥がたまり…これを繰り返し泥と砂が

交互に重なったタービダイトと呼ばれる地層ができ

ます。ところが特別大きな地殻変動が起きると、ま

だ十分に固まっていない泥の層は、押し寄せた砂に

壊され・巻き込まれ・壊れたままの形で砂に取り込

まれ混ざったまま一枚の層になります。そして長い

時間をかけ、一つの岩石になります。この模様の正

体は、まだ泥岩になる前の「偽りの石ころ」という

わけで、偽礫（ぎれき）と呼ばれる岩石でした。 

ところでこの堆積岩はどの方向で堆積したのか

な？皆様をひっそり迎えるこの岩石に足を止め、じ

っくり観察してみてください。 

 

図：高橋直樹・大木純一著「石ころ博士入門」 

全国農村教育協会 より改変 

 



 

  

  

 

   

  

   

  

  

 

   

  

  

   

  

  

 

 

  

  

  

  

   

  

  

 

 

 

 

凡 例 

△ つぼみ 

▲ 咲き始め 

○ 開花 

◎ 満開 

● 咲き終わり 

◇ 実 

◆ 熟した実 

ハンノキ△◇ 
◆ツルマサキ 

① 

◆ノイバラ 

① ～⑭には観察板があります。 

回ってみましょう！ 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

△コブシ 

△◆ヒノキ 

△アブラチャン 

ヒサカキ◆△ 

川原 ◆ツルヨシ 
    
 アキノタムラソウ◆ 

 

アオキ◇ 

◆ムクノキ 

イロハモミジ◆ 

ハコネウツギ◇ 

タマアジサイ◇ 

◆ワレモコウ 

◆アラカシ 

◆カラスウリ 

◆マユミ 

◆クマシデ 

ミツバウツギ◆ 

コウヤマキ△◆ 

フッキソウ△ 

◆イヌシデ 

トダシバ◆ 

◆△スギ 

ハナタデ◆ 

ハンカチノキ◆ 

◆フジ 

シナマンサク○ 

◆オオイヌホオズキ 

シオデ◆ 

サネカズラ◆ 

◆ツルウメモドキ 

ネズミモチ◇ 

◆エンコウカエデ 

◆ノコンギク 

ユズ◆ 

○コハコベ 

△ダンコウバイ 

タイサンボク◆ 

◆ムクロジ 

◆センニンソウ 

◆ナガバジャノヒゲ 

◇ミカエリソウ 

△ソシンロウバイ 
◆サンザシ 

◆ハンショウヅル 

◇イヌショウマ 

キブシ◇△ 

◆シュロ 

◆アカマツ 

ヤマトリカブト◆ 

○セキヤノアキチョウジ 

クサギ◆ 
 

◆ネコハギ 

◆コアカソ 

コヤブタバコ◆ 
●シロダモ 

◆メマツヨイグサ 

◆クロマツ 

タイアザミ◆ 

△◆ヤブツバキ 

◇サラシナショウマ 

◆ヒヨドリバナ 

◆ミズヒキ 

◆ダイコンソウ 

◆スイカズラ 

◆エノキ 

ヒカゲイノコヅチ◆ 

◆ノダケ 

ヤブマオ◆ 
◆ミズタマソウ 

◆ムサシアブミ 

キンエノコロ◆ 

ハキダメギク○ 

アオイスミレ△ 

シモバシラ◆ 

◆ハナユズ 

ヤマユリ◆ 

◆ヤマブキ 

◆ケンポナシ 

◆イヌガヤ 

◆ウバユリ 

フユイチゴ◆ 

●オヤマボクチ 

◇キンミズヒキ 

キリ△ 

くずはの広場トピックス 
おしゃべりなイカル 

１１月はイカルの群れがよく見られ

ました。頭上でパチパチと固い実が割

れる音がしたら、イカルの群れがやっ

てきているかもしれませんよ。今年は

エノキの実が豊作で、３０羽程の群れ

が行ったり来たり。上空を移動してい

ると時なにやらにぎやかです。 

タカの狩り…11月 18日 

ストリームタウン対岸から小鳥を追

いかけてタカが飛び出しました。狩り

には失敗しましたが、その後悠々と帆

翔して上空へ。先週、ここでイカルの

羽や食痕が１羽分見つかりましたが、

このタカが仕留めたものかもしれま

せん。大きさや羽の模様からハイタカ

かオオタカと思われますが、判別はで

きませんでした。 

 

 

キミタチバナ◇ 

◆クサコアカソ 

ネムノキ◆ 

ツノハシバミ△ 

アマチャヅル◆ 

フジバカマ◇ 

◇イラクサ 

ハリギリ◆ 

オオバノヤエムグラ◇ 

◆ホウチャクソウ 

◆ヒメミカンソウ 
◇コクサギ 

◆アキカラマツ 

サンショウ◆ 

◆ウルシ 

●コウヤボウキ 

◇オオバコ 

ニシキギ◆ 

◆ムラサキシキブ 

◆カキノキ 

チカラシバ◆ 

◆ヨモギ 

◆オミナエシ 

ボダイジュ◆ 

◆カリガネソウ 

◆コゴメウツギ 

◆ラッキョウ 

◆テイカカズラ 

◆サワラ 

◆イヌツゲ 

ヤブニッケイ◆ 

◇ウツギ 

◇ミゾソバ 

◇マルバウツギ 

ヤブミョウガ◆ 

△モクレイシ 

ヤマハギ◆ 

アカネ◆ 

ガマズミ◆ 

◆ヤマウコギ サカキ◆ 

◇オケラ 

◇ヒメキンミズヒキ 

◆シロミノマンリョウ 

◆イヌトウバナ 

イボタノキ◆ 

◆ツリフネソウ 

◆シラヤマギク 

ホトトギス◇ 

◆リョウブ 

◆キッコウハグマ 

◆コマユミ 

オオオナモミ◆ 

○ミチタネツケバナ 

◇センダン 

◆ヒナタイノコヅチ 

クスノキ◆ 

タニウツギ◆ 

◆ナンテン 

◆ノブドウ 

イヌタデ◆ 

ケチヂミザサ◆ 

スズメウリ◆ 

ミツデカエデ◆ 

コセンダングサ○ 

△ヒイラギナンテン 

◇サラサウツギ 

◆オオモミジ 

カマツカ◆ 

◆ヌスビトハギ 

◆オトコエシ 

◆ハマヤブマオ 

◆カントウヨメナ 

◆ヤマコウバシ 
◆キハギ 

マンリョウ◆ 

◆ヤブラン 

センリョウ◆ 

◆ヌカキビ 

◆クマノミズキ 

ハリエンジュ◆ 

◆アレチウリ 

◆ジャノヒゲ 

ヒメジョオン● 

サザンカ◎ 

シュロソウ◆ 

（オオシュロソウ） 

ウシハコベ○ 

ヤブコウジ◆ 

ヤハズソウ◆ 

キチジョウソウ● 

◆アオツヅラフジ 

コミカンソウ◆ 

◆トキワサンザシ 

◇タイワンホトトギス 

◆ススキ 

◆ヤマノイモ 

◇モミジガサ 

アカショウマ◆ 

マツカゼソウ◆ 

◆クコ 

◆トウネズミモチ 

△ウメ 

クズ◆ 

キバナアキギリ◆ 

シロヨメナ● 

◆ヤブタバコ 

◆カナムグラ 

◆ツルマメ 

◆ナンバンギセル 

○ベニバナボロギク 

イヌコウジュ◆ 

スイセン△ 

サンシュユ◆ 

△アセビ 

◇ナンテンハギ 

◆カワラケツメイ 

◇ヒメアシボソ 

◆オニドコロ 

◇キヅタ 

アズマネザサ○ 

◇セイタカアワダチソウ 

◆キツネノマゴ 

◆ササガヤ 

◆タラノキ 

クワクサ◇ 

ヤマミズ◆ 

◆ヤマハッカ 

オギ◆ 

◆ヤブマメ 

◆アオギリ 

◆ダンドボロギク 

イヌビユ◆ 

◆ネズミノオ 

◆ヘクソカズラ 

◆カラムシ 

◆アオミズ 

ヤドリギ△ 
イモカタバミ○ 

◇アキノキリンソウ
６ 

●リュウノウギク 

ノガリヤス◆ 

◆オニマタタビ 
 （キウイ） 

○ヤツデ 

◇ノシラン 

△ニワトコ 

トキワハゼ○ 
◆ジュズダマ 

ヌルデ◆ 

チョウ・ガの仲間 

アサギマダラ 

クロコノマチョウ 

キタテハ 

アカタテハ 

ルリタテハ 

スジグロシロチョウの仲間 

キタキチョウ 

ヒメウラナミジャノメ 

ウラギンシジミ 

ムラサキシジミ 

ヤマトシジミ 

カノコガ 

ミノウスバの仲間 

クロシタアオイラガ幼虫 

カメムシの仲間 

エサキモンキツノカメムシ 

キバラヘリカメムシ 

チャバネアオカメムシ 

 

１１月の昆虫 

オオホシカメムシ 

マルカメムシ 

クヌギカメムシの仲間卵塊 

シマアメンボ 

ツマグロオオヨコバイ 

アオバハゴロモ 

カブトムシの仲間 

ナミテントウ 

コクワガタ＊ 

コメツキムシの仲間＊ 

キマワリ＊ 
＊越冬成虫 

 

 

１１月の野鳥 

（１１月３日～１１月３０日調べ） 

１、 キジバト 

２、 カワウ 

３、 トビ 

４、 ハイタカ 

５、 ノスリ 

６、 カワセミ 

７、 コゲラ 

８、 アオゲラ 

９、 チョウゲンボウ 

１０、モズ 

１１、ハシボソガラス 

１２、ハシブトガラス 

１３、ヤマガラ 

１４、シジュウカラ 

１５、ヒヨドリ 

１６、ウグイス 

１７、エナガ 

１８、メジロ 

１９、シロハラ 

２０、ツグミ 

２１、ジョウビタキ 

２２、イソヒヨドリ 

２３、スズメ 

２４、キセキレイ 

２５、ハクセキレイ 

２３、スズメ 

２４、キセキレイ 

２５、ハクセキレイ 

２６、セグロセキレイ 

２７、カワラヒワ 

２８、シメ 

２９、イカル 

３０、アオジ 

３１、クロジ 

３２、コジュケイ 

３３、ガビチョウ 

    

 

イカル 
ハチ・アブ・ハエの仲間 

コガタスズメバチ 

クロヤマアリ 

クロナガアリ 

オオハリアリ 

ベッコウバエ 

ヨモギハシロケフシタマバエ幼

虫 

 

ヨモギハシロケフシタマバエ幼虫 

ケバエの仲間幼虫集団 

バッタ・コオロギの仲間 
コバネイナゴ 

カネタタキ 

アオマツムシ 

 

その他の仲間 
ヒゲジロハサミムシ 

トゲナナフシ 

コカゲロウの仲間 

ヤマトシロアリ 

オオカマキリ卵鞘 

ムネアカハラビロカマキリ成虫・卵鞘 

 

オオホシカメムシ 


